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本報告書の調査は、本件航空事故に関し、運輸安全委員会設置法及び国際民間航空

条約第１３附属書に従い、運輸安全委員会により、航空事故及び事故に伴い発生した

被害の原因を究明し、事故の防止及び被害の軽減に寄与することを目的として行われ

たものであり、事故の責任を問うために行われたものではない。 
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本報告書本文中に用いる分析の結果を表す用語の取扱いについて 

 

本報告書の本文中「３ 分 析」に用いる分析の結果を表す用語は、次のとおりと

する。 

 

① 断定できる場合 

・・・「認められる」 

 

② 断定できないが、ほぼ間違いない場合 

・・・「推定される」 

 

③ 可能性が高い場合 

・・・「考えられる」 

 

④ 可能性がある場合 

・・・「可能性が考えられる」 

・・・「可能性があると考えられる」 
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航空事故調査報告書 

 

平成３０年９月７日 

運輸安全委員会（航空部会）議決 

委 員 長  中 橋 和 博（部会長） 

委   員  宮 下   徹 

委   員  石 川 敏 行 

委   員  丸 井 祐 一 

委   員  田 中 敬 司 

委   員  中 西 美 和 

 

所属 個人 

型式、識別記号 クイックシルバー式スポーツ２Ｓ－Ｒ５８２型（超軽量動力機、複座）、 

ＪＲ１９０２ 

事故種類 架空地
か く う ち

線
せん

への接触による墜落 

発生日時 平成３０年４月２２日 １４時３７分ごろ 

発生場所 広島県安芸高田市（北緯３４度３６分２８秒、東経１３２度４３分０４秒） 

 

１．調査の経過  

事故の概要 個人所属クイックシルバー式スポーツ２Ｓ－Ｒ５８２型ＪＲ１９０２（以下

「同機」という。）は、平成３０年４月２２日（日）、レジャーのため、操縦者の

みが搭乗して広島県安芸高田市にある豊栄
とよさか

場外離着陸場を１４時３０分ごろ離陸

し、同市内を流れる三
み

篠
ささ

川の上空を飛行中、１４時３７分ごろ、電線の上部に設

置された架空地線*1に接触し、畑に墜落した。 

同機は大破したが、操縦者に死傷はなかった。 

調査の概要 主管調査官ほか１名の調査官（平成３０年４月２２日指名） 

意見聴取（原因関係者）を実施 

*1 「架空地線」とは、電線への落雷の直撃を防止するため、電線の上部に架線されている線のことをいう。 

２．事実情報 

航空機等 

航空機型式：クイックシルバー式 スポーツ２Ｓ－Ｒ５８２型（舵面
だ め ん

操縦型） 

製造番号：０２４１                 製造年月日：平成２１年１１月１７日 

乗組員等 

操縦者         男性 ６３歳  

総飛行時間                               約１３０時間 

同型式機による飛行時間                          約９５時間 

最近３０日間の飛行時間                           約３０分 

気象 

天候 晴れ、西風２.７m/s変動（操縦者の口述による。） 

航空法の許可の有無 

第１１条第１項ただし書 有（許可は取得していたものの、本事案発生場所は飛行許可範囲外） 

第２８条第３項     有（許可は取得していたものの、本事案発生場所は飛行許可範囲外） 

第７９条ただし書    有（許可は取得していたものの、本事案発生場所は飛行許可範囲外） 

第８１条ただし書    無 
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発生した事象及び関連情報 

操縦者によれば、同機は、同市内の三篠川河川敷で開催さ

れていたイベントを上空から見る目的で、同じ飛行クラブの

超軽量動力機ＪＲ１９１３（以下「先行機」という。）の後

に続いて、同場外を離陸した。操縦者は、イベント会場付近

の地理には通じていなかったので、先行機の後方３００～ 

４００ｍについて三篠川上空を飛行していた。 

先行機がイベント会場の対岸上空に到達して旋回を開始し

たので、同機もイベント会場に近づくにつれて、速度を減速

し対地高度約３０ｍまで降下した。その時、突然左（南）か

らの横風で右（北）に流されるとともに、約１０ｍ高度が下がった。加速して上昇しようとス

ロットルを開いた直後、前方約１０ｍに３本の電線を視認したため慌てて回避操作をしたが、回

避できず架空地線に接触し、畑に墜落した。接触した架空地線については、飛行中、視認できて

いなかった。 

本飛行前に行った試験飛行を

含み飛行中は、エンジンに不具

合はなかった。 

 同機の飛行の様子を見ていたイ

ベント参加者によれば、同機は、

河川上空を降下し、低い高度で水

平飛行に移ってから、架空地線に

接触し、前方方向に回転し、上下

逆さまの状態で墜落した。接触するまでの

同機の飛行は安定していた。 

事故現場には、電柱Ａ（地上高約１４

ｍ）と電柱Ｂ（地上高約１１.６ｍ）が三篠

川を挟んで約８０ｍの間隔で設置され、電

線３本の上部に架空地線１本が張られてい

た。架空地線は、電柱Ａの上部の地上高約

１４.８ｍから電柱Ｂの上部の地上高   

１２.４ｍに張られていた。事故後、電柱Ａ

の先端は折れ曲がり、頂部は架空地線とと

もに地上に落下していた。 

 

３．分析 

操縦者は、河川上空を極めて低い高度で飛行したため、地上高１４.８ｍ～１２.４ｍ以下の架空地

線に接触し、墜落したものと推定される。 

事故発生当時の同機の飛行は、航空法の飛行許可範囲や最低安全高度を遵守することなく行われて

おり、操縦者による安全上の基準を満たしていることの確認及び飛行の安全の確認が事前になされな

い状況であったと推定され、このような安全を軽視した飛行は行うべきではなかった。 

 

４．原因 

本事故は、同機が低高度で飛行したため、架空地線に接触し、墜落したものと推定される。 

 

写真１ 事故機 

写真２ 事故現場の状況並びに電線及び架空地線 

電線 架空地線 

図 推定飛行経路図（操縦者の口述による） 


